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川崎メカニズム認証制度
2022年度認証結果

製品・技術の概要

先進性・独自性等

■サトウキビの廃糖蜜（砂糖を採取した後の残渣）を原料としたポリエチレンを使用した緩衝材。
■専用の空気充填装置(エアー緩衝材製造機)を使用することで、必要な場所で緩衝材を製造することが可能。

株式会社ネクサスエアー
バイオマスエアー緩衝材

【HDPE10%】4.17×10-4トン【HDPE30%】1.22×10-3トン
【LDPE10%】4.17×10-4トン【LDPE30%】1.22×10-3トン

■サトウキビ原料を使用することにより、廃棄時の焼却に係るCO₂を削減。

株式会社ネクサスエアー
〒214-0014 川崎市多摩区登戸3234-3
TEL 044-922-6951　FAX 044-922-6953

お問い合わせ先
包装・梱包にかかわる資材、機器、機械類の製造および販
売、保管・輸送など物流に関わる資材、機器、機械類の販売
https://www.nexusair.co.jp

業務内容

1kgあたりのライフサイクルCO2削減量

製品使用年数 1年間

石油原料のプラスチックを用いて製造した同社製品
域外貢献量の算定時に比較した製品・技術等

旭化成株式会社
「ザイロン」  ニッケル水素電池セルケース

株式会社イグアス

製品・技術等の概要

先進性・独自性等

● 

昭和電工株式会社 川崎事業所

製品・技術等の概要
● 

東芝キヤリア株式会社

製品・技術等の概要

2020年度 認証結果

製品使用年数：4年間
域外貢献量の算定時に比較した製品・
技術等
同社旧製品のイオン交換膜

域外貢献量
　9.53×102トン（CO2換算）
製品使用年数：10年間

域外貢献量
　2.32×103トン（CO2換算）
製品使用年数：50年間

域外貢献量の算定時に比較した製品・
技術等
コンクリート打替え工法

製品・技術等の概要
● 自社開発のエンジニアリングプラスチッ
ク「ザイロン™」を使用し製造した、ハ
イブリッド車に搭載されるニッケル水素
電池のセルケース。

● 
先進性・独自性等
ガスバリア性、耐アルカリ性等の特性を
有する材料を開発し、従来の金属製電池
セルケースと比較して軽量化することで、
ハイブリッド車走行時の燃費向上を実現。

域外貢献量
　5.19×103トン（CO2換算）
製品使用年数：10年間

域外貢献量の算定時に比較した製品・
技術等
域外貢献量の算定時に比較した製品・技術等
金属製ニッケル水素電池セルケース

MOTTA「復元鉛バッテリー」

使用済の鉛バッテリーを、自社独自の技
術で再生した復元鉛バッテリー。

独自のケミカルリサイクル手法に
より、使用済みプラスチックを原
料として製造したアンモニア。

先進性・独自性等
● 

● 

独自の技術により従来と同等の品
質のアンモニアの製造を実現し、プ
ラスチック廃棄物の削減に貢献。
同時に水素及び炭酸ガスを製造。

● 低温物流倉庫の冷凍・冷蔵設
備、食品スーパーマーケットの冷
凍・冷蔵ショーケース等に使用
されるコンデンシングユニット。
先進性・独自性等
● 新規開発のコンプレッサを搭載
し、低・中負荷運転時の効率を
向上することで使用時に係る電
力量を削減。

● 従来は廃棄していたバッテリーを再利用
することで、バッテリー の廃 棄と
新品の製造に係る負荷を削減し、CO2排
出量を削減。

域外貢献量
　　3.05トン（CO2換算）
製品使用年数：3.2年間

域外貢献量の算定時に比較した製品・
技術等
①新品の鉛バッテリー
②使用済みの鉛バッテリーの廃棄

使用済みプラスチックのケミカルリサイクルにより
製造されるアンモニア「ECOANNⓇ」

域外貢献量
　2.38×105トン（CO2換算）
製品使用年数：－

域外貢献量の算定時に比較した製品・
技術等
①都市ガスの分解により製造されるアンモニア、
水素、炭酸ガス　②プラスチック廃棄物の処理

域外貢献量
　4.14×10トン（CO2換算）
製品使用年数：7年間

域外貢献量の算定時に比較した製品・
技術等
域外貢献量の算定時に比較した製品・技術等
一般的なスクロールコンプレッサ搭載のコンデン
シングユニット

コンデンシングユニット（冷凍機）「PROCOOL」

旭化成株式会社
イオン交換膜「Aciplex™（F7001）」

アップコン株式会社

先進性・独自性等

東芝インフラシステムズ株式会社
小向事業所

製品・技術等の概要
● 

2021年度 認証結果

製品・技術等の概要
● 塩化ナトリウム水溶液を電気
分解して水素、塩素、苛性ソ
ーダを生成する際に使用さ
れる陽イオン交換膜。

● 
先進性・独自性等
高成膜技術および使用ポリマ
ーの性能向上により、電解電
圧を低減し、使用段階での更
なる省エネルギー化を実現し
たことで、ＣＯ₂排出量を削減。

コンクリート床スラブ沈下修正工法「アップコン」
「アップコン」
製品・技術等の概要
● 軟弱地盤や地震などが原因で、沈下
や段差が発生したコンクリート床を、
壊さずに短時間で修正する工法。

既存のコンクリート床を解体せずに修正を行うため、従来の打替え
工法と比較して、新たに調達及び廃棄する鉄筋・コンクリートの削減
することや、大型重機を使用しないため、排気ガス量を削減すること
で、ＣＯ₂排出量を削減。

海外の中央銀行や現金処理センター
に設置され、銀行券（紙幣）の計数、
正損検知、真偽判定、方向揃えを行
う装置

先進性・独自性等
● 高効率デバイスの採用や最適制御に
よる省エネルギー化、搬送パスの簡
略化などのコンパクト設計により
CO₂排出量を削減

● 

銀行券鑑査機（FS-2000）

域外貢献量
　1.15×106 トン（CO2換算）

域外貢献量の算定時に比較した製品・
技術等
同社旧製品の銀行券鑑査機
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